
レモン

　島しょ部を中心に栽培さ
れ、全国の収穫量の過半数
を占める。
（収穫量全国１位）

特徴・取組 主な農林水産物

　広島県は、北部は中国山地の南側に位置し、瀬戸内海に面する南部は小
規模の平地が広がるほか、数多くの島々を擁し、県内のほとんどが中山間
地域となっている。また、南部は広島市、福山市を中心に大消費地を形成
している。
　北部は積雪寒冷地域であるが、南部は温暖で年間を通じて晴天が多く、
降水量は年間1,500㎜以下と少なく、平均気温は16℃前後である。

広 島 県 の 農 林 水 産 業 の 概 要

写
真

写
真

かんきつ類（レモン以外）

　広島県では、北部高冷地から沿岸島しょ部地域に至る多様な自然状況を
生かして、米、野菜、果樹、畜産を基幹とした多様な農業を展開してい
る。
　水産業は、漁業産出額の約７割をかき（養殖）が占めている。また、小
型漁船による釣り、刺し網、底引き網、船びき網漁業が主に行われてい
る。

写
真

写
真

　広島県の産業構造をみると、「ものづくり」を軸として、造船・鉄鋼・
自動車などの重工業から電気機械・電子部品などの先端産業まで、バラン
スのとれた層の厚い産業群を形成している。

また、２つの世界文化遺産（原爆ドーム、厳島神社）等の豊富な観光資
源により国内外から多くの観光客が訪れ、観光が成長を支える産業の一つ
となっている。

かき類（養殖）

　かきの養殖に最適な環境
で生産され、全国の収獲量
の過半数を占める。
（収獲量全国１位）

わけぎ
　備後（びんご）南地域で古
くから栽培されており、全国
の収穫量の過半数を占め
る。
（収穫量全国１位）

　島しょ部を中心に傾斜地を
利用して、温州みかん、ハッ
サク、シラヌヒ、ネーブルオ
レンジ等が生産されている。
（収穫量全国順位）

ネーブルオレンジ：１位
ハッサク：２位
シラヌヒ：５位
ナツミカン：７位
イヨカン：７位
みかん：８位

写
真

くわい

　福山市で栽培され、全国
の収穫量の過半数を占め
る。
（収穫量全国１位）

写
真

　基幹的農業従事者や総農家数は減少が進んでおり、耕地面積は50年前の
約半分にまで減少しているが、県、市町、ＪＡ等が新規就業者や担い手へ
の研修や農地集積を支援することにより、担い手の規模拡大が進み、農業
産出額に占める担い手の割合は増加傾向にある。

写
真

写
真

　『生産性の高い持続可能な農林水産業の確立』を基本理念とする2025広
島県農林水産業アクションプログラムを策定。
　今後、広島県では人口減少や少子・高齢化が進むことが予測され、特に
中山間地域においては、より厳しい環境変化が見込まれることから、中山
間地域の基幹産業である農林水産業においては、経営力の高い経営体が中
心となって、持続可能な生産構造を構築していくことが重要であり、あわ
せて集落や里山里海などを含めた環境が維持されていくことを想定してい
る。

写
真

写
真

水稲
　多くの品種が栽培され、８
～10月まで刈取りが続く。
　ほとんどが県内で消費さ
れる。
（収穫量全国25位）

ばれいしょ
　安芸、備後南地域の沿岸
部の赤土地帯で栽培され、
「まる赤ばれいしょ」として知
られている。
（収穫量全国12位）

イチジク
　主に備後南地域で栽培さ
れ、数少ない日本いちじく
（蓬莱柿：ほうらいし）の産地
を形成。
（収穫量全国６位）

鶏卵
　飼料を工夫した卵や生産
履歴が追跡できる卵など
が、主に備後北地域で生産
されている。
（生産量全国４位）
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広 島 県 内 の 各 地 域 に お け る 農 林 水 産 物

安芸地域 備後（びんご）北地域

備後（びんご）南地域

【農産物】くわい、わけぎ、レモ
ン、ネーブルオレンジ、ハッサク、
シラヌヒ（デコポン）、ナツミカ
ン、イチジク、イヨカン、みかん、
ぶどう
【林産物】エリンギ、ぶなしめじ
【水産物】たちうお、ガザミ

【農産物】ばれいしょ、ほうれんそう、
トマト、レモン、ネーブルオレンジ、
ハッサク、シラヌヒ（デコポン）、ナツ
ミカン、イヨカン、みかん
【林産物】ひのき
【水産物】かき類（養殖）、かたくちい
わし、しらす、たちうお

【農畜産物】水稲、ねぎ、ぶどう、
鶏卵、肉用牛
【林産物】ひのき

出典： 広島県ホームページ「広島県の森林・林
業・木材産業」及び以下の農林水産省統
計資料を基に作成

全県域

【農産物】アスパラガス
【林産物】あかまつ、広葉樹

「作物統計」 「野菜生産出荷統計」 「地
域特産野菜生産状況調査」 「果樹生産
出荷統計」 「特産果樹生産動態等調査」
「畜産統計」 「畜産物流通統計」 「特用
林産基礎資料」 「漁業・養殖業生産統
計」「市町村別農業産出額（推計）」

広島市

大竹市

竹原市

尾道市

福山市

熊野町

坂町

海田町

府中町

廿日市市

安芸太田町

北広島町 安芸高田市

三次市

庄原市

神石高原町

府中市

世羅町

三原市

東広島市

呉市

大崎上島町
江田島市

広島市

大竹市

竹原市

尾道市

福山市

熊野町

坂町

海田町

府中町

廿日市市

安芸太田町

北広島町 安芸高田市

三次市

庄原市

神石高原町

府中市

世羅町

三原市

東広島市

呉市

大崎上島町
江田島市

2



注： 　農地中間管理機構を介さないものを含む。
  令和３年３月末の数値である。

広 島 県 の 農 業 （ １ ）

区 分

広 島 県区 分

22,290

697

20,861

655

1,243,527参考）世帯総数

販売農家

1,075,705

30,707

1,747,079

1,027,892

総農家数

法人経営体

2,799,702参考）総人口数

認定農業者数

法人数

経営体 40

人 126,146,099 人 12

法人 26,080 法人 22492

1,399 経営体 233,806

65歳以上

女

男 14,795

9,739

20,481 22

％
基幹的農業従事者数に対
する65歳以上割合 83.5 -

人 948,621 人

人 540,894 人 26

69.6 ％

全 国 全国順位

21

経営体

経営体

戸

戸

7

11世帯

集落営農

55,830,154

14,490

26

人 822,144 人 25

16

21

16

基幹的農業従事者数 24,534

農業経営体数

集落営農

経営体

45,335

経営体

戸

戸

世帯

集落営農数
「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「令和２年国勢調査」（総務省統計局）、「集落営農
実態調査（令和３年２月１日現在）」

出典：

％

2,535,115

58.0 ％25.1

13,440

広 島 県

ha

全国順位全 国区 分

13

ha

ha

ha

ha

ha

ha

593,400

出典： 「令和２年の都道府県別の荒廃農地面積」

37,797,463

263,200

担い手への農地の集積状況

13,100

39,600

耕地面積

52,800 ha 4,349,000

1,126,000

2,366,000

区 分 広 島 県 全 国

1,983,000

参考）総土地面積

ha

ha

ha

ha847,922

622

5,160

7,360

34

農業経営体数、農家数及び集落営農数

基幹的農業従事者数及び認定農業者数

・耕地面積は５万2,800haで、うち75％が田。
・農業経営体数は２万2,290経営体（うち法人経営体は697経営体）で、全国第21位。集落営農数は655集落営農で７位。
・基幹的農業従事者数に対する65歳以上の割合は83.5％。

ha

ha

ha

普通畑

全国順位

11

21

16

29

30

24

27

牧草地

樹園地

畑

田

区 分 広 島 県 全 国

耕地面積

令和４年３月10日時点における最新の統計等の公表データを使用

出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「認定農業者の認定状況（令和２年３月末現在）」、
「令和２年国勢調査」（総務省統計局）

荒廃農地面積

「令和３年耕地面積（7月15日現在）」 、「令和３年全国都道府県市区町村別面積調」（国土交通省国土
地理院）

出典：

出典： 「農地中間管理機構の実績等に関する資料（令和２年度版）」

ha ha

全国順位
全 国 全国順位

人 1,363,038 人

広 島 県

集積率

荒廃農地面積 8,012 281,831

40

担い手への集積面積 ha
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8 ＊

32,130 t

イヨカン（伊予柑） 収穫量 元 134 t 28,138 t

鶏卵

元ハッサク（八朔）

R2

収穫量 元

元シラヌヒ（デコポン）

イチジク

注： 「＊」印がある区分の順位は、秘密の保護上統計数値を公表していない都道府県を除いた順位である。

23
28
36

　「＊」印がある区分の順位は、秘密の保護上統計数値を公表していない都道府県を除いた順位である。

946,841 百万円
32,400

20

出典： 「令和元年度６次産業化総合調査」

総額 668 百万円
23,650 事業体460

令和４年３月10日時点における最新の統計等の公表データを使用

経営体数
観光農園

区 分

事業体

20

24事業体数

総額 百万円
事業体
百万円

全 国

百万円

全国順位

野菜

麦類

花き

果実

236

18

米 億円

3

x

18

1

ブロイラー

鶏卵

鶏

豚

肉用牛

乳用牛

生乳

億円

その他作物

億円

ナツミカン

697 億円

77

億円

億円

億円

24

- ＊

くわい

みかん

わけぎ

20

39億円

億円

ネーブルオレンジ

521

27億円1,190 89,557 億円 1

16,551 億円 1収穫量 元 1,895 t 3,950 t

x 億円

0

247 億円

168 億円

25

広 島 県 の 農 業 （ ２ ）

全国順位年次

・農業産出額は1,190億円で全国第27位。内訳は野菜が247億円、米が236億円、鶏卵が229億円。
・農畜産物の生産状況は、レモン、ネーブルオレンジ、わけぎ及びくわいが全国第１位。
・農業者等による生産関連事業は、観光農園の年間販売金額が６億6,800万円で全国第20位。

区 分 広 島 県 全 国 全国順位

農業産出額 tレモン 元

農業産出額

収穫量 10,433t

億円

22,520 億円

8,741 億円

712 億円

2,391

億円

億円

1

億円

63

229

70

487

億円

億円

6,863

6,596 億円

億円

55 億円

億円

3,080

1,553

7,798

9,310 億円

94

256

4,577

工芸農作物

畜産

収穫量

32,279 億円

億円

億円

億円

農産加工

生産量17

30

14

38億円

億円 40

-

25

億円

億円

12,035
600

13,440
農産物直売所

8,724 億円

25

20

27 ＊

787 億円

3,621 億円 総額

4
事業体数

広 島 県10

豆類

いも類

注： ２

収穫量 H30

3,373

568

農畜産物の生産状況

農業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

区 分 広 島 県 全 国

6,284

439

147

4,829

140,323

収穫量 t20,800R2

t

事業体
1,053,366

出典： 「令和２年生産農業所得統計」

注： １ 　「全国」の値は、都道府県別に推計した農業産出額を合計した値であり、全国推計した農業総産出額
とは一致しない。

80 5,290 経営体加工農産物 0 億円
35,943 百万円

18

32436 経営体億円

その他畜産物

雑穀

25

1

1 ＊

2

4

16

5

6

7

7

765,800＊

収穫量

出典： 「特産果樹生産動態等調査」、「地域特産野菜生産状況調査」、「畜産物流通統計」、「果樹生産出荷統
計」

H30収穫量

t

t827

26,484

11,578

40,516

t

t

272

2,632,882

t

t

t

t

t

t

t

t

収穫量 元 1,111 t

4



令和４年３月10日時点における最新の統計等の公表データを使用

20

25

8

11

6

千㎥

32

4,067 工場 32

全国順位全 国区 分 広 島 県

出典：

工場数 工場

製材用素材の入荷があった工場数

3,237 工場 37

国産材と輸入材 19 工場 653 工場 14

国産材のみ 34

4,115 工場

67

工場

68

工場

注： 　「全国」の値は、都道府県別に推計した林業産出額を合計した値であり、全国推計した林業産出額とは
一致しない。

1,453

123 経営体

億円

林業産出額

34,001 経営体

4,093

区 分 広 島 県 全 国

4,286.4

出典： 「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

1,943.7 22億円

出典： 「令和２年林業産出額」

億円

億円栽培きのこ類生産

林業経営体数

億円

全国順位

木材生産

億円71.9

27.4

林業産出額

43.3 2,259.6

5経営体

11

18

・林業経営体数は1,453経営体で全国第５位。
・林業産出額は71.9億円で全国第18位。
・林産物の生産状況は、広葉樹が全国第６位、あかまつ・くろまつが８位。

林野面積

区 分 広 島 県 全 国 全国順位

林野面積 618,092 ha 24,770,201 295 千㎥19,882千㎥

広 島 県

広 島 県 の 林 業

千㎥

千㎥

ひのき 93 千㎥

6

千㎥

7,153,338 20

人工林面積

林産物の生産状況

全 国 全国順位

出典： 76

570,770 ha 17,616,863民有林

10,203,842

千㎥18,037

570

国有林

ha

林業経営体数

区 分

法人経営体 7経営体

47,322

広 島 県 全 国 全国順位

「令和２年木材需給報告書」

ha

区 分

素材生産量

針葉樹 千㎥

千㎥あかまつ・くろまつ

ha 10

製材工場数

ha 20

ha

ha

11

広葉樹「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」、「森林資源の現況（平成29年３月31日現在）」

出典： 「令和２年木材需給報告書」

2,722

1,845

200,926

219

5



4 ＊

1 ＊

令和４年３月10日時点における最新の統計等の公表データを使用

全国順位
百万円 175,132

40 事業体 1,500
6,346

全 国

事業体数 70

事業体数

事業体 800
1,721 百万円 36,489総額

事業体
百万円

　東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所事故の影響を受けた区域において、同事故の
影響により出荷制限又出荷自粛の措置がとられたものについては、生産量に含めていない。

ｔ

ｔ

注：１

注：２

注：３

ｔ

29,087 ｔ

ｔ50,832

21,745

＊

33 ＊

31 ＊

26 ＊

　海面漁業・養殖業生産量は、当該都道府県に所在する漁業・養殖業経営体の生産量である。

　「＊」印がある区分の順位は、秘密の保護上統計数値を公表していない都道府県を除いた順位である。

広 島 県 の 漁 業

海面漁業漁獲量

区 分 広 島 県 全 国

漁船隻数 ｔ

・海面漁業・養殖業産出額は240億円で全国第17位。
・水産物の生産状況は、かき類（養殖）が全国第１位、かたくちいわしが４位。
・漁業者等による生産関連事業は、水産加工の年間販売金額が63億4,600万円で全国第７位。

全国順位 全国順位

4,182,983

3,213,334

漁船隻数

3,314

隻

14

69,920動力漁船

隻 9 ＊

26隻

132,201

11

79,067

2,471

内水面養殖業収獲量 67

広 島 県 全 国 全国順位

152,162

4,77253

かき類

25

内水面漁業・養殖業生産量

内水面漁業漁獲量

隻

経営体

広 島 県 全 国

海面漁業・養殖業生産量 118,116

18,958

14,158

95,992

84

17

99,158 ｔ 969,649 ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ ｔ

かたくちいわし ｔ 143,857

海面養殖業収獲量

水産物の生産状況

漁業産出額

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

注： 漁船隻数は、海面漁業経営体が漁業生産のために使用した漁船の数である。

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

出典： 「2018年漁業センサス（平成30年11月１日現在）」

全国順位

水産物直売所

海面漁業就業者数

男

女

区 分

内水面漁業経営体数

経営体

経営体

17,515

3,327

経営体

区 分

注： 「＊」印がある区分の順位は、秘密の保護上統計数値を公表していない都道府県を除いた順位である。

漁業経営体数

漁業就業者数

漁業生産関連事業の年間販売金額及び事業体数

ｔ159,019

海面漁業・養殖業産出額

ｔ

17
271

事業体

広 島 県 全 国

人

人

人

「令和元年漁業産出額」出典：

出典： 「令和２年漁業・養殖業生産統計」

区 分

海面漁業経営体数

1

人

11,822 百万円
事業体数 20

百万円

億円 億円

全 国 全国順位広 島 県

人

19

20

13,484

12

人

567

2,760 134,186

151,701

区 分 広 島 県

百万円

出典： 「令和元年度６次産業化総合調査」

区 分

7
9
5 ＊
2 ＊

14 ＊
6 ＊

漁家レストラン
総額

240 事業体

水産加工
総額

事業体

420
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広 島 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ １ ）

スマート農業を導入することで生産性を向上させ、地域資源や雇用労働力を有効

に活用しながら規模拡大に取り組むなど、持続可能な企業経営にチャレンジする担

い手が増加している。

企業経営体等の法人がリーダーとなり、地域資源を生かして付加価値の向上等に

取り組むことで地域農業の魅力が高まり、また、兼業農家などの多様な主体と連携

しながら継続して生産・保全活動に取り組む事例が広がりつつある。

農業における５年後の「目指す姿」と施策の柱

機械によるキャベツ収穫

（スマート農業実証プロジェクト）

広島県では、平成30年３月に策定した「農林水産業アクションプログラム 第Ⅱ期」の計画期間が令和２年度で終了し、この間

の成果と課題を検証するとともに、人口減少、少子・高齢化による生産構造の弱体化やスマート農林水産業などデジタル技術・先

端技術の進展、大規模災害発生リスクの高まりなどの社会情勢の変化及び県の農林水産業を取り巻く環境の変化等を踏まえ、令和

３年３月、農林水産業施策の実行計画である「２０２５広島県農林水産業アクションプログラム」を策定した。

本プログラムは、令和２年10月に策定された県の総合計画「安心▷誇り▷挑戦 ひろしまビジョン」における農林水産業等の分野

別計画として策定したもので、「生産性の高い持続可能な農林水産業の確立」を基本理念とし、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

の理念を踏まえつつ、分野ごとの10年後の目指す姿を明確にし、その実現のために５年後の「目指す姿」と、今後５年間、県が主

体となって重点的に取り組む内容と達成すべき目標（指標）を定め、推進していくこととしている。

２０２５広島県農林水産業アクションプログラム策定（令和３年３月）

基本理念『 生産性の高い持続可能な農林水産業の確立 』

Ⅰ 地域の核となる企業経営体の育成

Ⅱ スマート農業の実装等による生産性の向上

Ⅲ 新規就業者等の新たな担い手の確保・育成

Ⅳ 担い手への農地集積と基盤整備

Ⅴ 中山間地域農業の活性化

7



広 島 県 の 農 林 水 産 業 の 話 題 等 （ ２ ）

年間40万㎥ の県産材を持続的に生産するため、林業経営適地の集約化や担い手等の生産基盤の整備、森林に関する情報を関係者

が共有して利活用するデジタル情報基盤の整備及び再造林を確実に実施するための技術基盤の整備が確立されつつある。

県産材が、生産から流通、加工、利用まで効率的に流れ、木造住宅に加え、住宅以外の建築物の県産材による木造化や木質化が進

むとともに、付加価値の高い県産材製品等が市場へ浸透するなど、新たな需要が確保されつつある。

広島和牛の放牧(現代和牛のルーツの一つ)

かき養殖においては、採苗シミュレーションシステムの活用等により生産が安定するとともに、水産エコラベル認証等の国際認証

の取得が進み、海外輸出が促進されている。

海面漁業においては、資源管理や漁場整備等の資源回復に向けた取組が進むとともに、デジタル技術を活用した漁獲技術の導入・

検証や担い手による組織的な出荷・販売体制の整備が進んでいる。また、瀬戸内の地魚のイメージが県民や観光客に浸透し始めてい

る。

比婆牛の価値要素がさらに高まり、著名料理人の高い評価を活かすことで県内高級飲食

店の取扱いが拡大し、県内の料理人にブランド和牛として認知されている。

肥育経営体の繁殖部門の導入や受精卵産子の安定供給、後継者不在の経営体の経営継承

など、広島和牛の生産性を高める体制の構築を図るとともに、スマート農業や畜産ＧＡＰ

等のモデル波及に取り組むことで、持続性の高い経営体の育成が進んでいる。

Ⅰ 海外展開を見据えたかき生産出荷体制の構築Ⅱ

瀬戸内の地魚の安定供給体制の構築

Ⅰ 持続可能な広島和牛生産体制の構築

畜産業における５年後の「目指す姿」と施策の柱

Ⅰ 森林資源経営サイクルの構築

Ⅱ 森林資源利用フローの推進

林業における５年後の「目指す姿」と施策の柱

水産業における５年後の「目指す姿」と施策の柱
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